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研究成果の概要（和文）：第1にグローバル化、多様性、ネットワーク、当事者性などを念頭に地域、アイデン
ティティを基盤とした共同体のスポーツ実践の諸相について国内外の事例を収集した。具体的には各々がアイル
ランド、オーストラリア、沖縄県などのフィールドワークを行い、静岡県浜松市、群馬県大泉町について共同調
査を行った。NPOやボランタリーな組織、都市再生や町おこしなどに取り組むグループ、従来の制度的研究では
課題となっていた自治体職員へのインタビューをすることができた。第2に武道組織について、役員や元選手な
どへのインタビューを行うことで動態的に把握した。第3に理論的研究や文献の検討を進め、分析枠組みの精緻
化を行うことができた。

研究成果の概要（英文）：First, with globalisation, diversity, networking and actors, the project 
collected case studies of various aspects of regional, identity-based and community sport practices 
in Japan and abroad. Specifically, fieldwork was conducted in Ireland, Australia and Onna Village, 
Okinawa Prefecture, and joint research was conducted in Hamamatsu City, Shizuoka Prefecture, and 
Oizumi Town, Gunma Prefecture, with interviews conducted with NPOs, voluntary organisations, groups 
involved in urban regeneration and town revitalisation, and local government officials, which has 
been an issue in conventional institutional research. The first was the interview with the local 
government employees, which had been an issue in previous institutional research. Second, we gained 
a dynamic understanding of martial arts organisations by interviewing their officers and former 
players. Thirdly, we were able to elaborate our analytical framework by reviewing theoretical 
studies and literature.

研究分野：スポーツ社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
多様な主体によるスポーツを通じた様々な背景のコミュニティやネットワークについて、コミュニティ形成だけ
ではなく、コンフリクトについても実態把握をすることは、どの様な問題が生じているのか、その解決の方策は
どのように構築しうるかという視点を提案できるという点で社会的意義がある。その視点は、グローバル化の進
展がもたらす多様な主体やそれに基づくコミュニティの新たな様相を「生活圏（サバイバルユニット）」という
分析枠組みによって描くことを可能とし、パンデミックにおけるスポーツ活動が個々の健康や余暇としてだけで
はなく、コミュニティ形成にも連関するものであることを学術的に把握することに貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

グローバル化の進展は人々の生活様式や価値観の変化をもたらした。トランスナショナルな

結びつきが広がる一方、ナショナリズムやローカリズムの台頭、宗教的、民族的対立、経済的な

格差拡大による新たな分断を生じさせてもいる。社会科学の分野では、多文化主義、排除と包摂、

多様性（diversity）、といった視角を持つ研究は、多く蓄積されてきた。スポーツ研究において

も、移民、エスニシティ、ジェンダーなど、多様なアクターのもとでの社会統合という課題にス

ポーツが果たす役割が論じられたり、新しい社会運動の視点からスポーツの担い手として NPO や

サポーターなどが注目されたりしていた。また、EU のスポーツ会議や、NPO や NGO などとの協働

などトランスナショナルな活動が報告されている。さらに、ゲイゲームスやホームレスワールド

カップ、スポーツを通じた移民コミュニティの支援など、多様なアクターによるスポーツを通じ

た新しいコミュニティの形成の萌芽が考察されていた。人々の生活様式や価値観、実践の基盤と

なるコミュニティの変容があり、スポーツが果たす役割への期待が示されているといえよう。

1990 年代から進められてきた総合型スポーツクラブ政策は、スポーツ実践の足場を学校体育（課

外活動）や企業スポーツから地域へと展開する試みであった。しかし多くのクラブは既存の学区

や行政区が基盤となり、従来からあるクラブが受け皿になるケースがみられ、スポーツ欲求やア

クターの多様化には対応しきれていないといえる。障がい者スポーツ、エスニック･マイノリテ

ィのスポーツ実践などについての実態把握も必要である。さらに、障がいの有無にかかわらず参

加できる、いわゆるアダプティッドスポーツの普及や、ホームレスワールドカップから発展した

ダイバーシティカップが日本国内において開催（2015 年）されたりするなどしており、多様な

スポーツ実践の把握が必要となっていた。 

 

２．研究の目的 

本研究は、従来のスポーツ観・コミュニティ観とは異なる有り様が、近代スポーツの身体性や

スポーツの社会における価値･機能をどの様に変容させるのか、相互にどのように活性化してい

くのかという「問い」を立てた。本研究では、新しいアクターの形成するコミュニティを「生活

圏（サバイバルユニット）」という概念を用いることによって、その諸相を捉えることを目的と

した。グローバリゼーション研究においては、多様な主体／アクター、コミュニティ研究は蓄積

されてきていたが、スポーツ研究と結びつけたものは、特に国内の研究においては、あまり見ら

れなかった。スポーツ実践の「地場･磁場」を捉え直すことで、スポーツの社会における役割の

変化も捉えられると考え、その把握を目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、実態の把握と、理論研究を精緻化し、分析枠組みの精製することを方法とした。 

（1）実態の把握について、研究分担者それぞれがこれまで行ってきた実態調査のフィールドに

ついて、「生活圏（サバイバルユニット）」という概念を用いて新たな調査を行い、実態把握する

とともに、分析を試みた。 

（2）社会学者ノルベルト・エリアスに依拠して「生活圏（サバイバルユニット）」という概念を、

スポーツの場における主体像の多様化と多層化、ネットワークの有り様を捉えるために、分析枠

組みとして精緻化を行った。 

 



４．研究成果（主な成果、国内外におけるインパクト、今後の展開） 

（1）第 1 に、グローバル化、多様性（ダイバーシティ）、ネットワーク、当事者性などをキーワ

ードに、地域や、アイデンティティ・ベースの共同体（identity based community）を基盤とし

たスポーツ実践の諸相について国内外の事例を収集した。具体的には、アイルランド、オースト

ラリア、沖縄県について研究分担者がそれぞれ調査および資料収集を行った。また、静岡県浜松

市、群馬県大泉町については共同でフィールドワーク調査を行った。現地では、NPO やボランタ

リーな組織、都市再生や町おこしなどに取り組むグループも訪問し、スポーツをめぐる場におい

てどのような主体が参画しうるのか、実態の把握を行うことができた。同時に、従来の制度的研

究では課題となっていた、自治体職員、地域クラブなどへのインタビューおよび資料収集を行う

ことで、ミクロな視点からの分析を進めることができた。以上の調査では、社会再生・統合、地

域活性化におけるスポーツ・身体文化の役割を実証的に把握した。2020 年度以降はパンデミッ

クにより現地調査は行わなかったが、オンラインを活用し、分析を進めることができた。 

（2）日本の武道組織を伝統的な身体文化に関する「生活圏（サバイバルユニット）」とみなし、

動態的に分析することができた。具体的には、剣道および柔道組織を対象とし、これらの武道が

国際化する中で、両組織がいかに文化的伝統の保存に取り組んでいるのかをインタビューおよ

び資料収集により把握することができた。 

（3）以上の調査と平行して、研究分担者間で研究会や検討会を定期的に行い、国内外のスポー

ツ研究の動向を把握しつつ、「生活圏（サバイバルユニット）」概念の精緻化を行うことができた。

特に、「生活世界」「公共圏」「スポーツ界」など、従来のアクター／コミュニティ研究との異同

を考察し、実証分析のためのスケールの精製を進めた。 

（4）国内外の関連文献、論文収集したものをリスト化し、アーカイブを作成したのち、オンラ

イン共有した。一般の方を交えた研究会やメディアへの発信、ホームページでの情報公開などを

行うことで社会への発信をおこなった。 

（5）「生活圏（サバイバルユニット）」という枠組みで、具体的な事例分析をしているケースは、

国内では皆無であり、国外でもデンマーク、アイルランドに数件みられるのみであり、研究のイ

ンパクトは大きいと考える。また、今後の展望としては、概念枠組みおよび方法論をさらに精製

すること、パンデミックの広がりによって再確認された、グローバルな社会の変化が社会および

個々の身体やその活動に影響するのかという点を、「生活圏（サバイバルユニット）」の枠組みを

用いて分析することが目指される。 
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